

















































































































































































































　平成 30（2018）年 8月 12 日から 8月 27 日、同年 10 月 18 日から 10 月 24
日、令和元（2019）年 12 月 27 日から令和 2（2020）年 1月 7日にかけて秋田
県雄勝郡東成瀬村大字岩井川 15 軒を中心に、同村大字椿川 13 軒、同村大字田
子内 4軒、横手市山内町三又 4軒、横手市増田町鍋が沢 2軒、横手市増田町湯
ノ沢 1軒の計 39 軒を調査した。大字岩井川には、合居、村中、下村、荒沢、上
野、東村、大石、八寺、城下、川通、馬場、入道、野尻、野頭、長瀞の小字が
存在し、そのうち合居 1軒、下村 1軒、村中 2軒、上野 2軒、東村 2軒、城下








































































































































































































































































































































































番号 話者名 呼称 形状 数 祭日 祭場 祭祀対象 食す人
習俗、形状への
意味付け
① 東成瀬村大字田子内下田F.F　S3 年生れ　女性 マガリモチ くの字型 3 つ 大正月 戸棚 不明 誰でも良い
② 東成瀬村大字田子内肴沢S.T　S9 年生れ　男性
マガリモチ











































⑨ 東成瀬村大字岩井川上野S.K　S28 年生れ　男性 オカノモチ くの字型 2 つ 大正月 戸棚 食料の神 誰でも良い






⑪ 東成瀬村大字岩井川東村S.M　不明　　　　女性 オカノモチ くの字型 2 つ 大正月 戸棚 オカノカミ 誰でも良い
⑫ 東成瀬村大字岩井川東村T.Y　T14 年生れ　女性 オカノモチ くの字型 2 つ 大正月 神棚 不明 誰でも良い
⑬ 東成瀬村大字岩井川城下T.H　S5 年生れ　女性 マガリモチ くの字型 1 つ 大正月 戸棚 恵比寿大黒 誰でも良い
⑭ 東成瀬村大字岩井川城下T.J　不明　　　　男性 マガリモチ くの字型 2 つ 小正月 神棚 お勝手の神 誰でも良い
⑮ 東成瀬村大字岩井川川通S.S　S23 年生れ　男性 オカノモチ くの字型 2 つ 大正月 戸棚
オカノカミ
（陸の神） 誰でも良い
⑯ 東成瀬村大字岩井川川通野T.N　S10 年生れ　女性 マガリモチ くの字型 不明 大正月 戸棚 不明 誰でも良い
⑰ 東成瀬村大字岩井川馬場T.N　S5 年生れ　女性 オカノモチ くの字型 3 つ 大正月 戸棚 水神 誰でも良い
⑱ 東成瀬村大字岩井川入道S.T　S5 年生れ　女性 マガリモチ くの字型 2 つ 大正月 掛け軸 大黒様 男が食べる
大黒の耳を模した
形ではないか
⑲ 東成瀬村大字岩井川入道S.S　S8 年生れ　女性 マガリモチ くの字型 2 つ 大正月 戸棚
田の神や大黒、 
百姓の神 男が食べる
⑳ 東成瀬村大字椿川手倉H.M　S9 年生れ　女性 マガリモチ くの字型 2 つ 大正月 掛け軸 不明 誰でも良い
㉑ 東成瀬村大字椿川手倉S.M　不明　男性
マガリモチ






















丸 一つずつ 大正月 共に掛け軸 不明 誰でも良い
㉖ 東成瀬村大字椿川天江T.S　S17 年　　女性 無し
㉗ 東成瀬村大字椿川大柳S.T　S17 年　　男性 無し






㉙ 東成瀬村大字椿川草の台T.M　S14 年生れ　女性 無し







1 つ 大正月 神棚 不明 誰でも良い
㉜ 東成瀬村大字椿川菅の台T.Y　S7 年生れ　男性 無し





㉞ 秋田県横手市増田町鍋が沢T.M　S3 年生れ　女性 オカノモチ くの字型 2 つ 大正月 神棚 不明 男が食べる
㉟ 秋田県横手市増田町湯の沢F.K　S12 年生れ　女性 マガリモチ くの字型
家に住む





（オカノモチ） 不明 不明 小正月 不明 不明 不明
㊲ 秋田県横手市山内三又T.M　S4 年生れ　女性 マガリモチ くの字型 3 つ 大正月 仏壇 仏様 誰でも良い
㊳ 秋田県横手市山内三又T.T　S11 年生れ　女性 マガリモチ くの字型 不明
12月の神の
年取りの日 不明 不明 不明
㊴ 秋田県横手市山内三又S.S　S5 年生れ　女性 マガリモチ くの字型 2 つ 大正月 神棚 不明 男が食べる
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